
広告

　
「
ぐ
る
っ
と
霧
島
周
遊
列
車
」
で
は
、

環
霧
島
圏
域
の
駅
を
リ
レ
ー
形
式
で
紹

介
し
ま
す
。

　

第
一
回
目
の
停
車
駅
は
曽
於
市
の

「
財
部
駅
」
で
す
。

財 

部 

駅
（
や
ま
び
こ
館
）

　

財
部
駅
は
、
曽
於
市
財
部
町
北
俣
に

あ
る
Ｊ
Ｒ
九
州
日
豊
本
線
の
駅
（
無
人

駅
）で
す
。
日
豊
本
線
の
起
点（
小
倉
駅
）

か
ら
み
て
、
鹿
児
島
県
内
最
初
の
駅
に

な
り
ま
す
。

●
駅
の
歴
史

　

財
部
駅
は
、
昭
和
４
年
に
国こ

く
と都

東
線

（
西
都
城
‐
財
部
間
）
の
開
通
に
伴
い
、

開
設
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
6
年
に
は
、

財
部
‐
大
川
原
間
が
開
通
し
、
北
俣
駅

と
大
川
原
駅
が
開
設
し
ま
し
た
。

　

か
つ
て
は
、
急

行
大
隅
が
志
布
志

線
廃
止
の
昭
和
62

年
3
月
27
日
ま
で

停
車
し
て
い
ま
し

た
。

●
駅
舎

　

平
成
20
年
3
月
23
日
に
三
代
目
の
駅

舎
「
や
ま
び
こ
館
」
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

や
ま
び
こ
館
は
、
曽
於
市
の
産
業
や

観
光
の
情
報
発
信
と
交
通
拠
点
と
な
る

多
目
的
な
機
能
を
も
つ
木
造
平
屋
建
て

の
施
設
で
す
。

　

ま
た
、
駅
舎
内
に
は
お
食
事
処
「
桂か

つ
ら

庵あ
ん

」
が
あ
り
ま
す
。
店
に
は
、
様
々

な
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
り
ま
す
が
、
ま
ず

目
を
引
く
の
は
そ
の
ボ

リ
ュ
ー
ム
!!
男
性
の
お

客
さ
ん
が
多
い
で
す
が
、

テ
イ
ク
ア
ウ
ト
も
で
き

る
の
で
、
女
性
の
方
に

も
お
す
す
め
で
す
。

●
駅
と
共
に
生
き
る

　

か
つ
て
は
、
多
く
の
人
で
賑
わ
っ
て

い
た
財
部
駅
で
す
が
、
自
家
用
車
の
普

及
と
共
に
、
利
用
者
も
減
少
し
ま
し
た
。

そ
ん
な
財
部
駅
に
、
も
う
一
度
賑
わ
い

を
取
り
戻
そ
う
と
、
約

20
年
前
か
ら
、
地
元
の

有
志
に
よ
り
「
財
部
駅

前
イ
ベ
ン
ト
」
が
毎
年

9
月
中
旬
に
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

鹿
児
島
県
の
玄
関
口 

財
部
駅
は
い
つ

で
も
皆
さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

次
の
停
車
は
霧
島
市
で
す
。

開設当時の財部駅（待合室）

今
月
の
表
紙

　

入い
り
す
み角
の
田
ノ
神
（
大
隅
町
）

　

田
ノ
神
は
、
豊
作
を
願
い

つ
く
ら
れ
た
石
像
で
す
。

　

入
角
の
田
ノ
神
は
、
右
手

に
メ
シ
ゲ
、
左
手
に
お
碗
を

持
ち
、
腰
掛
け
た
姿
で
す
。

　

明め
い

和わ

二
年
（
一
七
六
五
）

の
刻
銘
が
あ
り
ま
す
。

こばやし秋祭り2013
・日時＝11月23日（土）
　　　　午前11時
・場所＝小林市中心市街地
・お問い合わせ
　小林市商工観光課
　☎0984-23-1174

狭
さ の

野神
か ぐ ら

楽
・日時＝12月7日（土）
　　　　午後7時
・場所＝狭野神社第二鳥居前

（高原町大字蒲
かま

牟
む た

田120）
・お問い合わせ
　高原町まちづくり推進課 ☎0984-42-2115

環霧島イベントカレンダー
小林市

高原町

環
霧
島
探
訪

ぐ
る
っ
と
霧
島
周
遊
列
車
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